
令和 5年度第 58回群馬県高等学校総合体育大会卓球競技会 開催要項 

 

1. 期 日 

(1) 令和 5年 5月 3日（水）  男子ダブルス（決勝まで）女子シングルス（ベスト 8決定まで） 

(2) 令和 5年 5月 4日（木）  男子シングルス（ベスト 8決定まで）女子ダブルス（決勝まで） 

(3) 令和 5年 5月 12日（金）  男女シングルス（ベスト 8以降）学校対抗（ベスト 4決定まで） 

(4) 令和 5年 5月 13日（土）  学校対抗（順位リーグ） 

 

2. 会 場 

(1) 令和 5年 5月 3日（水）  高崎市浜川体育館 370-0081 群馬県高崎市浜川町 1487 

(2) 令和 5年 5月 4日（木）  高崎市浜川体育館 370-0081 群馬県高崎市浜川町 1487 

(3) 令和 5年 5月 12日（金）  ALSOK ぐんまアリーナ 371-0047 群馬県前橋市関根町 800 

(4) 令和 5年 5月 13日（土）  ALSOK ぐんまアリーナ 371-0047 群馬県前橋市関根町 800 

 

3. 日 程 

(1) 令和 5年 5月 3日（水）  受付 8：30～・諸注意 9：10～ ・試合開始 9：30～ 

(2) 令和 5年 5月 4日（木）  受付 8：10～・諸注意 8：50～ ・試合開始 9：10～ 

(3) 令和 5年 5月 12日（金）  受付 9：30～・諸注意 10：10～・試合開始 10：30～ 

(4) 令和 5年 5月 13日（土）  受付 9：10～・諸注意 9：50～ ・試合開始 10：10～ 

※会場練習は実施予定 

 

4. 競 技 種 目  学校対抗・シングルス・ダブルス 

 

5. 競 技 規 定  群馬県高体連卓球専門部競技規定の定める通りとする。 

 

6. 代 表 資 格 

次の選手は関東高等学校卓球大会への出場権を獲得する。 

(1) 学校対抗 男女上位チーム 

(2) シングルス   男女上位 8名 

(3) ダブルス 男女上位 2 組 

 

7. 競 技 方 法   

(1) 全種目 11 ポイント 5 ゲームスマッチ 

(2) 個人戦はトーナメント方式。 

(3) 学校対抗は準々決勝までトーナメント方式とする。その後はリーグ戦方式により 1 位～4位、5

位～8 位を決定する。 

(4) 群馬県高体連卓球専門部競技規定(4)競技細則の定める通りとする。 



 

 

 

8. 参 加 制 限   

(1) 学校対抗  1 校 1 チーム（メンバーは 4名以上 8 名以下） 

① メンバーと別に帯同審判をつけること。（帯同審判のメンバーの応援は不可とする。帯同審

判が出せない場合は選手が審判を行い、申込書の帯同審判欄は空欄で可とする。） 

② 日本卓球協会登録が 3名以下の学校は申し込みをすることができない。 

(2) シングルス 各校 12名まで 

(3) ダブルス  各校 4 組まで 

※昨年度の県高校ランキング選手（シングルスベスト 16、ダブルスベスト 8）はこの枠とは別

に出場できる。 

 

9. 参 加 申 込 

(1) 申込書類 

① 当該大会参加申込書のファイルに必要事項を入力する。 

② 不参加の場合も、不参加の旨を入力し、提出する。 

③ 申込書はメールにて Excel ファイルで提出。 

(2) 申込方法 

① 各校のメール担当者まで申込データ提出する。 

② ファイル名を「高体連番号・学校名（○○大会）・性別」にする。 

（例）「1・〇〇高校（〇〇大会）・男子」 

(3) 申込期間 

令和 5 年 4月 17 日（月）～19 日（水） 

高校総体については、顧問総会の際、印刷したもの種目ごとに 1 部提出してください。 

10. 表 彰 

(1) 学校対抗 優勝校には優勝旗、1～8位までは表彰状を授与する。 

(2) シングルス 1～8 位まで（ベスト 8入賞者）表彰状を授与する。 

(3) ダブルス 1～4 位まで（ベスト 4入賞者）表彰状を授与する。 

 

11. その他 

(1) 申し込み後の選手変更は認めません。 

(2) ボールはニッタク 3スター（プレミアムクリーン）を使用する。 

(3) 新型コロナウィルスの対応については、原則、各中央競技団体のガイドラインや自治体の方針

に従うこととし、その他、教育委員会や高体連事務局からの方針等があった際はそれに従うこ

ととする。 

(4) プロ編成会議は 4月 25日(火)前橋東高校にて 9:00～より行う。 

  



 

 

12. 組 合 せ 

(1) 学校対抗は、顧問総会にて公開抽選を行う。 

(2) 個人戦は、次の基準に従い、常任理事会理事会で協議し決定する。 

(3) 組合せ基準 

学校対抗 新人団体のベスト 8を上位からシードする。残りはオープン抽選。 

シングルス 新人戦シングルスの成績によりベスト 32までシードする。 

ダブルス 次の得点計算により、得点の高い順にベスト 16までシードする。 

① ペアを変えていない新人戦ダブルスのベスト 8のペアを上位にシード。 

※ランクの高い順からシードする。同じランクのペアは、【表 2】により 2

人の合計点が高い順にシードする。 

② 新人戦ダブルスベスト 8以降、またはシングルスで得点を持つペアを対象

に【表 1】・【表 2】でダブルスの得点またはシングルスの合計得点が高い

ペアを上位からシードする。 

※すべての該当ペアの得点計算を行い、【表 1】・【表 2】を基に得点の高い

方をそれぞれの持ち点とする。持ち点が得点が同じ場合は抽選とする。た

だし、シングルスでの得点比較となった場合、持ち点が高い選手のペアが

上位とする。 

備考 新入生については、単・複ともに中学校時代の県内および県外の競技成績（全

国中学・関東中学・全日本予選・国体予選等）から客観的に判断し、強化部が

原案を作成した上、常任理事会でシード順を決定する。（シングルスでは原則、

64 シードに入れる） 

【表 1】 

新人戦ダブルス 

成績 1位 2位 ベスト 4 ベスト 8 ベスト 16 

得点 12 点 10点 8点 6点 4点 

【表 2】 

新人戦シングルス 

成績 1位 2位 ベスト 4 ベスト 8 ベスト 16 ベスト 32 

得点 6点 5点 4点 3点 2点 1点 

 


